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1 は じ め に

水稲新品種「ひとめばれJは ,育成段階から「穂数を確
保しにくく, 1穂籾数も少ないJな どの特性が見られ,普
及に移す段階でも,初めは540kg/10a程度のササニシキよ

り低い収量レベルでの普及が考えられた。

そこで,ササニシキ並みに10a当 たり600kgの収量をあ

げるには,どうしたら良いかについて1990年から2年間検

討したので報告する。

2試 験 方 法

細粒グライ土に,基肥窒素を0,3,5, 7 kg/1o aと

し,稚苗を5月 8日 ,または9日 に株当たり4本 ,nf当 た

り222株を手値した。燐酸,加里は共通としてそれぞれ

75,58聴 /10aを基肥に施用した。
追肥は無追肥,幼穂形成期 (以下幼形期と称する)追肥,
減数分裂期 (以下減分期と称する)追肥,幼形期+穂揃期
追肥を無窒素以外にラテン方格法で組み合わせた。追肥窒

素量は2 kg/10aを施用した。

3 試験結果及び考察

(D 収量と穂数及び籾数

図 1は籾数と収量の関係を示した。

1990年は生育全期間の好天を反映し,穂数がやや多く,

“

当たり籾数はやや少なく,玄米千粒重は1991年より約 2

g高 く,23g～ 24gであった。

1991年には穂数は少なかったが,nf当 たり籾数は1990年

より増加したものもみられた。しかし,登熟歩合や玄米千

粒重が低かったため,収量は19∞年に比べてやや低収であっ
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た。両年の平均値で見ると600kg/10aの 玄米収量を得る

には,籾数は32万粒/♂程度,穂数は520本 /ぽ程度が必
要であった。

したがって,平均 1穂籾数は62粒程度になり,こ れ以下
の場合は稲体栄養条件の改善が必要と考えられた。

2)葉色と葉身窒素濃度の関係
図 2は 7月 の展開第 2葉身の葉緑素計 (ミ ノルタ)に よ

る葉色と,全葉身窒素濃度 (以下窒素濃度と称する)の関
係を示した。

葉色と窒素濃度の関係は本品種においても非常に密接で

あった。これをササニシキの回帰式つと比べると,回帰係

数がやや大きく,定数項のY切片も約10倍になっている。
したがって,ササニシキと同じ葉色でも,淡い葉色域で

は推定窒素濃度はササニシキより低く,濃い葉色域では高

くなる傾向を示した。これは光線の葉身透過率で葉緑素量

を推定しているので,葉身の厚さや,葉緑素粒の大きさの

違いなどが複雑に影響しているものと思われた。
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図 2 葉色と全葉身窒素濃度の関係

0)葉色と平均 1穂籾数
窒素栄養は葉色に敏感に反映するので,減分期の葉色と

平均 1穂籾数との関係を見たのが図 3である。ひとめばれ

はササニシキに比べて,同 じ葉色でも1穂籾数が約10～ 15

粒少ない。そして,ササニシ■は葉色が淡くとも着粒の減

少は少ないが,ひ とめばれでは 1穂籾数の減少が大きくな

る傾向を示している。したがって,1穂籾数が減少するの

は減分期頃の葉色が淡すぎる (窒素供給が少なすぎる)こ

とが原因と考えられた。

また,平均 1穂籾数62粒を確保するためには,減分期の

葉色を36以上に保つ必要が認められた。図 1
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図 3 減数分裂期の葉色と 1穂籾数の関係

に)葉色及び窒素濃度と収量
表 1は収量水準別に集計した葉色と,窒素濃度の推移を

示 した。これでみると,ひ とめばれは減分期の葉色がササ
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図 4 ひとめばれの期待葉色

4ま と め

新品種ひとめばれの期待葉色を検討し,次の結果を得た。

(1)1穂籾数はササニシキに比べて10～ 15粒少なかった。
佗)1穂籾数が低下するのは,減分期の葉色がササニシ

ニンキ並みに低下すると大きく減収している。その要因は

1穂籾数の低下による総籾数の減少であった。これを防ぐ

ためには,こ の時期の葉色をササニシキより葉緑計示度で

4ポイント程度高めに保つ必要を認めた。そして,こ の葉

色の推移に標準偏差を加味して,図 4に示した。この葉色

推移を確保するためには,図 5に示すように基肥窒素量を

多くしただけでは不完全であり,必ず追肥が必要であった。

これらのことから,幼形期及び減分期に窒素各 l kg/10

aの追肥をする2回追肥法を策定した。

なお,減分期の葉色36を保つ施肥法による成熟期得長は

80om程度であり,倒伏の危険はないものと思われた。また,

玄米の窒素濃度は最大で125%程度であり,食味への影響

は′1ヽさいものと考えられた。
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図5 減数分裂期の葉身窒素濃度と
収量の関係

キ並みに淡くなる場合と認められた。

0)1穂籾数の低下を防止し,600kg/10aの収量を確
保するためには減分期の葉色値を36以上に保つ必要性を認

め,期待葉色曲線及び追肥法を策定した。

14)上記追肥法での倒伏や食味への影響は小さかった。
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表 1 葉色及び葉身窒素濃度と収量 (平成 2,3年平均値)

平均収量
(kg/a)

葉色 (ミ ノルタ葉緑素計示度) 葉身窒素濃度 (%)

6/10 6/21 幼形 減分 穂揃 成熟 幼形 減分 穂揃

ひ と め ば れ

標 準 偏 差
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